
総
そう

務
む

省
しょう

ホームページ　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html

住
じゅう

民
みん

票
ひょう

に関
かん

すること

外
が い

国
こ く

人
じ ん

住
じゅう

民
み ん

の方
か た

にも「住
じゅう

民
み ん

票
ひょう

」が作
さ く

成
せ い

されます

2 面
めん

へ続
つづ

く

2012年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）から外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

に
関
かん

する登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

が変
か

わります！
2012年

ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）から外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

に
関
かん

する登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

が変
か

わります！
　新
あたら

しい在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

の導
どう

入
にゅう

と住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

法
ほう

の改
かい

正
せい

により、外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

に関
かん

する登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

が変
か

わりま
す。これにより、外

がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

の住
じゅう

所
しょ

等
とう

に関
かん

する届
とどけ

出
で

が変
か

わります。

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

から住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

制
せい

度
ど

への移
い

行
こう

のために、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

のもとになる「仮
かり

住
じゅう

民
みん

票
ひょう

」を区
く

で作
さく

成
せい

します。2012年
ねん

5

月
がつ

以
い

降
こう

に郵
ゆう

便
びん

により通
つう

知
ち

しますので、内
ない

容
よう

をご確
かく

認
にん

ください。内
ない

容
よう

に変
へん

更
こう

がある場
ば

合
あい

には、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の手
て

続
つづ

きをしてください。

仮
かり

住
じゅう

民
みん

票
ひょう

は 2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）に住
じゅう

民
みん

票
ひょう

になります。

※	仮
かり

住
じゅう

民
みん

票
ひょう

は外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の情
じょう

報
ほう

をもとに作
さく

成
せい

されます。新
あたら

しい制
せい

度
ど

が始
はじ

まるまでは、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の手
て

続
つづ

きを正
ただ

しく行
おこな

ってください。

2012 年
ね ん

5 月
が つ

以
い

降
こ う

に「仮
か り

住
じゅう

民
み ん

票
ひょう

」の内
な い

容
よ う

を通
つ う

知
ち

します

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

法
ほう

が廃
はい

止
し

され、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

も住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

法
ほう

の対
たい

象
しょう

となります。このため、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

にも「住
じゅう

民
みん

票
ひょう

」が作
さく

成
せい

されます。

住
じゅう

所
しょ

変
へん

更
こう

などの届
とどけ

出
で

引
ひ

っ越
こ

しなどで住
じゅう

所
しょ

が変
か

わったときや、世
せ

帯
たい

主
ぬし

・続
つづき

柄
がら

に変
へん

更
こう

があ

ったときなどは、届
とどけ

出
で

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の手
て

続
つづ

き

とは異
こと

なり、区
く

外
がい

や国
こく

外
がい

に引
ひ

っ越
こ

しをするときは、事
じ

前
ぜん

に新
しん

宿
じゅく

区
く

で

「転
てん

出
しゅつ

届
とどけ

」をしていただくことになります。

住
じゅう

民
みん

票
ひょう

（外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

）の対
たい

象
しょう

者
しゃ

・	 中
ちゅう

長
ちょう

期
き

在
ざい

留
りゅう

者
しゃ

（原
げん

則
そく

として適
てき

法
ほう

に 3 ヵ月
げつ

を超
こ

えて在
ざい

留
りゅう

する外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

。「在
ざい

留
りゅう

カード」が交
こう

付
ふ

されます。⇒ 2 面
めん

）

・	 特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

（「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が交
こう

付
ふ

されます。⇒ 2 面
めん

）

・	 一
いち

時
じ

庇
ひ

護
ご

許
きょ

可
か

者
しゃ

または仮
かり

滞
たい

在
ざい

許
きょ

可
か

者
しゃ

・	 出
しゅっ

生
しょう

による経
けい

過
か

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

または国
こく

籍
せき

喪
そう

失
しつ

による経
けい

過
か

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

※	上
じょう

記
き

以
い

外
がい

の外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

には、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

が作
さく

成
せい

されません。

※	「在
ざい

留
りゅう

カード」や「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が必
ひつ

要
よう

になる場
ば

合
あい

がありま

すので、住
じゅう

所
しょ

変
へん

更
こう

の届
とどけ

出
で

の際
さい

にはお持
も

ちください。

住
じゅう

所
しょ

や世
せ

帯
たい

構
こう

成
せい

の証
しょう

明
めい

書
しょ

（住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の
写
うつ

し等
とう

）
住
じゅう

所
しょ

や世
せ

帯
たい

構
こう

成
せい

等
とう

、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の内
ない

容
よう

を証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

が必
ひつ

要
よう

なときは

「住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の写
うつ

し」または「住
じゅう

民
みん

票
ひょう

記
き

載
さい

事
じ

項
こう

証
しょう

明
めい

書
しょ

」を請
せい

求
きゅう

することに

なります。

※	2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）以
い

降
こう

、「外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

原
げん

票
ぴょう

記
き

載
さい

事
じ

項
こう

証
しょう

明
めい

書
しょ

」

の交
こう

付
ふ

はできなくなります。廃
はい

止
し

された外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

原
げん

票
ぴょう

の情
じょう

報
ほう

が

必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、法
ほう

務
む

省
しょう

にお問
と

い合
あ

わせいただくことになります。

次
じ ごう

号の発
はっ

行
こう

は 2012 年
ねん

6 月
がつ

予
よ

定
てい

です。区
く やく しょ

役所、しんじゅく多
た ぶん か きょう せい

文化共生プラザ、出
しゅっ ちょう じょ

張所、図
と しょ かん

書館など各
かく こう きょう し せつ

公共施設で配
はい ふ

布しています。

第
だい

28号
ごう 発

は っ

行
こ う

　新
し ん

宿
じゅく

区
く

地
ち

域
い き

文
ぶ ん

化
か

部
ぶ

文
ぶ ん

化
か

観
か ん

光
こ う

国
こ く

際
さ い

課
か

　　　（2012 年
ね ん

4
し

月
が つ

1
つい

日
た ち

から）多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

推
す い

進
し ん

課
か

〒160-8484 東
と う

京
きょう

都
と

新
し ん

宿
じゅく

区
く

歌
か

舞
ぶ

伎
き

町
ちょう

1-4-1

電
でん

話
わ

：03-5273-3504　FAX：03-3209-15002012 年
ねん

3 月
がつ

27 日
にち

発
はっ

行
こう

各
かく

担
たん

当
とう

部
ぶ

署
しょ

に問
と

い合
あ

わせる場
ば

合
あい

は、日
に

本
ほん

語
ご

でお問
と

い合
あ

わせください

外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ホームページ
http://www.city.shinjuku.lg.jp/foreign/japanese/

しんじゅくニュース



観
かん

光
こう

目
もく

的
てき

で短
たん

期
き

間
かん

滞
たい

在
ざい

される方
かた

や不
ふ

法
ほう

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

は、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の作
さく

成
せい

対
たい

象
しょう

とならないため、印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

をすることはできません。

また、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

が作
さく

成
せい

されない方
かた

で、印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

をされている方
かた

は、

2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）に印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

が抹
まっ

消
しょう

されるため、印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

の交
こう

付
ふ

はできなくなります。

★	新
あたら

しい登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

について、より詳
くわ

し

い内
ない

容
よう

が書
か

かれたパンフレットを用
よう

意
い

しております。外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

窓
まど

口
ぐち

や

区
く

役
やく

所
しょ

、しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラ

ザ等
とう

で配
はい

布
ふ

しておりますので、ぜひ

お読
よ

みください。

2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）から、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

に代
か

わり、中
ちゅう

長
ちょう

期
き

在
ざい

留
りゅう

者
しゃ

の方
かた

には「在
ざい

留
りゅう

カード」が交
こう

付
ふ

されます。また、特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

の方
かた

には「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が交
こう

付
ふ

されます。

在
ざい

留
りゅう

カードは空
くう

海
かい

港
こう

または地
ち

方
ほう

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

の窓
まど

口
ぐち

で交
こう

付
ふ

されます。特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

は区
く

役
やく

所
しょ

の戸
こ

籍
せき

住
じゅう

民
みん

課
か

住
じゅう

民
みん

記
き

録
ろく

係
がかり

の窓
まど

口
ぐち

で交
こう

付
ふ

されま

す。在
ざい

留
りゅう

カード・特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の主
おも

な届
とどけ

出
で

は次
つぎ

の表
ひょう

のとおりです。

種
しゅ

類
るい

／届
とどけ

出
で

先
さき

新
しん

宿
じゅく

区
く

最
も

寄
よ

りの地
ち

方
ほう

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

在
ざい

留
りゅう

カード ・	住
じゅう

居
きょ

地
ち

の変
へん

更
こう

・	氏
し

名
めい

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

・地
ち

域
いき

の変
へん

更
こう

・	有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

更
こう

新
しん

申
しん

請
せい

、再
さい

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

・	所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

、配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

に関
かん

する届
とどけ

出
で

（詳
くわ

しくは法
ほう

務
む

省
しょう

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

にお問
と

い合
あ

わせください）

特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

・	住
じゅう

居
きょ

地
ち

の変
へん

更
こう

・	氏
し

名
めい

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

・地
ち

域
いき

の変
へん

更
こう

・	有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

更
こう

新
しん

、再
さい

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

原
げん

則
そく

としてありません。

※	在
ざい

留
りゅう

カード・特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の住
じゅう

居
きょ

地
ち

の変
へん

更
こう

は、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の住
じゅう

所
しょ

変
へん

更
こう

の届
とどけ

出
で

とあわせて行
おこな

います。住
じゅう

所
しょ

変
へん

更
こう

の届
とどけ

出
で

をされる際
さい

は、在
ざい

留
りゅう

カー

ド・特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

をお持
も

ちください。

※	正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

がなく届
とどけ

出
で

をしなかったり、虚
きょ

偽
ぎ

の届
とどけ

出
で

をした場
ば

合
あい

には、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の取
とり

消
け

しや罰
ばっ

則
そく

が科
か

される場
ば

合
あい

があります。

〇	現
げん

在
ざい

、お持
も

ちの外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

は、2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）から一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

は、在
ざい

留
りゅう

カードまたは特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

とみなされますので、

すぐに切
き

り替
か

える必
ひつ

要
よう

はありません。

※	特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の事
じ

前
ぜん

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

を戸
こ

籍
せき

住
じゅう

民
みん

課
か

住
じゅう

民
みん

記
き

録
ろく

係
がかり

（本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1 階
かい

）で受
う

け付
つ

けています。なお、事
じ

前
ぜん

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

をした場
ば

合
あい

であっても、

特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の交
こう

付
ふ

は 2012 年
ねん

7
しち

月
がつ

9
ここの

日
か

（月
げつ

）以
い

降
こう

となります。

〇	在
ざい

留
りゅう

カード・特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

について、詳
くわ

しくは法
ほう

務
む

省
しょう

入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

・外
がい

国
こく

人
じん

在
ざい

留
りゅう

総
そう

合
ごう

インフォメーションセンター（☎ 0570-013904）

にお問
と

い合
あ

わせいただくか、下
か

記
き

のホームページをご覧
らん

ください。

法
ほう

務
む

省
しょう

ホームページ　http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.html

在
ざい

留
りゅう

カード（新
あたら

しい在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

）に関
かん

すること

法
ほう

務
む

省
しょう

ホームページ　http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_2/index.html

特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

等
とう

に関
かん

すること

問
とい

合
あわ

せ
戸
こ

籍
せき

住
じゅう

民
みん

課
か

住
じゅう

民
みん

記
き

録
ろく

係
がかり

（本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1 階
かい

）

☎ 03-5273-4094

〈印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

に関
かん

すること〉☎ 03-5273-3601

住
じゅう

民
み ん

票
ひょう

が作
さ く

成
せ い

されない方
か た

の
印
い ん

鑑
か ん

登
と う

録
ろ く

について

「在
ざ い

留
りゅう

カード」または「特
と く

別
べ つ

永
え い

住
じゅう

者
し ゃ

証
しょう

明
め い

書
し ょ

」が交
こ う

付
ふ

されます

Shinjuku News2



避難場所

避難場所区割り

地区内残留地区

避難所

ひなんばしょ

ひなん ば しょ く わ

ちくないざんりゅうちく

ひなんじょ

新宿区役所

哲学堂公園一帯

落合第六小学校

落合第二中学校

落合第三小学校

落合第五小学校

落合第一小学校

落合中学校

落合第二
小学校

落合第四小学校

戸塚第三
小学校

学習院大学

戸塚第二
小学校

戸塚第一小学校

淀橋第四小学校

柏木小学校

大久保小学校

戸山小学校

新宿中学校

余丁町
小学校

鶴巻小学校

牛込第二中学校

早稲田小学校

牛込第一
中学校

市谷
小学校

牛込第三
中学校

愛日小学校

江戸川小学校

津久戸
小学校

後楽園一帯

天神小学校

富久小学校

牛込仲之
小学校 

花園
小学校

四谷ひろば

四谷第六
小学校

四谷中学校

迎賓館一帯

明治神宮外苑地区

新宿御苑

西新宿中学校

西新宿
小学校

地区内残留・西新宿地区

新宿中央公園・高層ビル群一帯

東京富士大学

新宿高校

東京医科大学

成城高校

新宿山吹高校

早稲田大学
早稲田キャンパス一帯

早稲田大学
（早稲田）

千駄ヶ谷駅

信濃町駅

四ッ谷駅

市ヶ谷駅

飯田橋駅

目白
通り

中井駅

下落合駅
高田馬場駅

新目白通り

早稲田通
り

大久保通り

明
治
通
り

新大久保駅

大久保駅

新宿駅

職安
通り

靖国通
り

新宿通り

外
苑
東
通
り

四谷小学校

落合水再生
センター

目白台運動公園付近一帯

旧西戸山第二
中学校

百人町三・四丁目
公園

西早稲田
中学校

西戸山小学校 戸山公園一帯

新宿西戸山中学校

東戸山小学校

学習院
女子大学

早稲田大学
（戸山）戸山高校

　新
しん

宿
じゅく

区
く

では、大
おお

きな災
さい

害
がい

に備
そな

え避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

・避
ひ

難
なん

所
じょ

を指
し

定
てい

しています。避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

とは、大
だい

規
き

模
ぼ

な火
か

災
さい

やその他
ほか

の危
き

険
けん

から身
み

を守
まも

るために避
ひ

難
なん

する場
ば

所
しょ

です。また、避
ひ

難
なん

所
じょ

は、住
す

む家
いえ

を失
うしな

った人
ひと

の一
いち

時
じ

的
てき

な生
せい

活
かつ

の場
ば

所
しょ

です。

避
ひ

難
なん

所
じょ

ＭＡＰは、生
せい

活
かつ

情
じょう

報
ほう

紙
し

【災
さい

害
がい

に備
そな

えて】または外
がい

国
こく

語
ご

ホームページ

から見
み

ることができます。生
せい

活
かつ

情
じょう

報
ほう

紙
し

は本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1 階
かい

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

窓
まど

口
ぐち

待
まち

合
あい

室
しつ

にて配
はい

布
ふ

しています。

食
しょく

料
りょう

・飲
いん

料
りょう

水
すい

□ 飲
いん

料
りょう

水
すい

□ 乾
かん

パンやレトルト食
しょく

品
ひん

、缶
かん

詰
づめ

など

の食
しょく

料
りょう

品
ひん

薬
やく

品
ひん

□ 救
きゅう

急
きゅう

医
い

薬
やく

品
ひん

□ 常
じょう

備
び

薬
やく

貴
き

重
ちょう

品
ひん

□ 現
げん

金
きん

□ 預
よ

金
きん

通
つう

帳
ちょう

や健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

証
しょう

の写
うつ

し

□ 印
いん

鑑
かん

□ 身
み

分
ぶん

を証
しょう

明
めい

するもの（外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

など）等
など

日
にち

用
よう

品
ひん

□ 懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

□ 携
けい

帯
たい

ラジオ

□ 予
よ

備
び

の電
でん

池
ち

□ ティッシュ・ウエットティッシュ

□ ごみ袋
ぶくろ

□ ライター

□ 軍
ぐん

手
て

□ 生
せい

理
り

用
よう

品
ひん

衣
い

類
るい

□ 下
した

着
ぎ

□ タオル

□ 衣
い

類
るい

　最
さい

低
てい

必
ひつ

要
よう

なものをリュックサックに入
い

れ持
も

ち出
だ

しやすい所
ところ

に置
お

いておきましょ

う。いざという時
とき

に役
やく

立
だ

ちます。

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

から 1年
ねん

が経
た

ちました。時
じ

間
かん

とともに状
じょう

況
きょう

は少
すこ

しずつ変
か

わってきていますが、これからも被
ひ

災
さい

地
ち

支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

です。
　新

しん

宿
じゅく

区
く

の外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

学
がく

習
しゅう

奨
しょう

励
れい

費
ひ

を受
じゅ

給
きゅう

している中
ちゅう

国
ごく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

の呂
ろ

さんは、宮
みや

城
ぎ

県
けん

石
いしの

巻
まき

市
し

へ震
しん

災
さい

ボランティアに行
い

きました。こ
の特

とく

集
しゅう

では、呂
ろ

さんへのインタビューとともに、今
いま

から皆
みな

さんに用
よう

意
い

しておいてほしい地
じ

震
しん

への備
そな

えをお伝
つた

えします。

お わ り に

名
な

前
まえ

：呂
ろ

　霏
ひ

　（LU	FEI）

年
ねん

齢
れい

：28 歳
さい

出
しゅっ

身
しん

地
ち

：中
ちゅう

国
ごく

河
か

南
なん

省
しょう

学
がっ

校
こう

：	目
め

白
じろ

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

心
しん

理
り

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

■ボランティアへ行
い

くことになったきっ
かけは何

なん

ですか。
　地

じ

震
しん

の後
あと

、テレビで被
ひ

災
さい

地
ち

の様
よう

子
す

を見
み

て、す

ぐに行
い

って、自
じ

分
ぶん

も手
て

伝
つだ

えることをしたいと

思
おも

いました。しかし、1
ひと

人
り

では行
い

く方
ほう

法
ほう

があり

ません。そんな時
とき

、いつも通
かよ

っている教
きょう

会
かい

が、

震
しん

災
さい

ボランティアを募
ぼ

集
しゅう

していたので申
もうし

込
こ

み、

団
だん

体
たい

で宮
みや

城
ぎ

県
けん

石
いしの

巻
まき

市
し

に行
い

くことになりました。

■どのような活
かつ

動
どう

をしましたか。
　被

ひ

災
さい

者
しゃ

に配
くば

るための食
しょく

料
りょう

や支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

をたく

さんバスにのせて行
い

きました。到
とう

着
ちゃく

してから

は、現
げん

地
ち

のボランティアセンターから指
し

示
じ

を

受
う

けて、津
つ

波
なみ

で家
いえ

に入
はい

った泥
どろ

をかき出
だ

したり、

ごみを捨
す

てたり、避
ひ

難
なん

している人
ひと

たちに配
くば

る食
しょく

事
じ

を作
つく

る手
て

伝
つだ

いをしました。

■被
ひ

災
さい

地
ち

を見
み

て、どう思
おも

いましたか。
　津

つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

にあったまちは、空
くう

気
き

が違
ちが

うので

す。ボランティアは僕
ぼく

を含
ふく

めて、津
つ

波
なみ

の届
とど

か

なかった地
ち

域
いき

に泊
と

まっていました。毎
まい

朝
あさ

そこ

から、津
つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

にあった地
ち

域
いき

に通
かよ

うのですが、

津
つ

波
なみ

がきた地
ち

域
いき

の空
くう

気
き

は他
ほか

と全
まった

く違
ちが

いました。

砂
すな

ぼこりが舞
ま

い、車
くるま

はビルの上
うえ

に乗
の

り、海
うみ

に

あるはずの船
ふね

が道
どう

路
ろ

まで流
なが

されたまま、いく

つもありました。日
に

本
ほん

は科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

達
たつ

して、

安
あん

全
ぜん

な国
くに

ですが、被
ひ

災
さい

地
ち

を見
み

て、自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

を前
まえ

にすると人
にん

間
げん

は弱
よわ

いものだと感
かん

じました。

　震
しん

災
さい

ボランティアには、4 月
がつ

に 2 回
かい

行
い

きまし

た。2 回
かい

目
め

は被
ひ

災
さい

地
ち

の人
ひと

たちとも信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

がで

きて、話
はなし

を聞
き

くこともありました。家
か

族
ぞく

をなく

したり、友
ゆう

人
じん

をなくしたり、家
いえ

をなくしたり…

皆
みな

さん、大
だい

事
じ

なものをなくされたので、聞
き

いて

いる自
じ

分
ぶん

もとても辛
つら

く、胸
むね

が痛
いた

くなりました。

被
ひ

災
さい

地
ち

の皆
みな

さんの心
こころ

のケアは、復
ふっ

興
こう

の後
あと

も続
つづ

け

ていかなければいけないと思
おも

います。

区
く

内
な い

避
ひ

難
な ん

場
ば

所
し ょ

ＭＡＰ

特
と く

集
しゅう

震
し ん

災
さ い

ボランティアを経
け い

験
け ん

して

東
ひがし

日
に

本
ほ ん

大
だ い

震
し ん

災
さ い

から1年
ね ん

が経
た

ちました…

備
そな

えておこう！

　緊
き ん

急
きゅう

非
ひ

常
じょう

用
よ う

品
ひ ん

■震
しん

災
さい

後
ご

も、東
とう

京
きょう

で暮
く

らし続
つづ

けると決
き

め
て不

ふ

安
あん

はありませんか。
　震

しん

災
さい

による原
げん

発
ぱつ

事
じ

故
こ

などのニュースは毎
まい

日
にち

のようにテレビで流
なが

れていましたが、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

が発
はっ

表
ぴょう

する報
ほう

道
どう

内
ない

容
よう

を信
しん

用
よう

していますし、放
ほう

射
しゃ

線
せん

量
りょう

については自
じ

分
ぶん

なりに本
ほん

やインターネッ
トで調

しら

べたので今
いま

の時
じ

点
てん

で不
ふ

安
あん

はありません。
ただ、留

りゅう

学
がく

生
せい

仲
なか

間
ま

の何
なん

人
にん

かが帰
き

国
こく

してしまっ
たので寂

さび

しい気
き

持
も

ちはあります。しかし僕
ぼく

は、
学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

を続
つづ

けたい気
き

持
も

ちが強
つよ

いので頑
がん

張
ば

るつもりです。
　中

ちゅう

国
ごく

に住
す

む両
りょう

親
しん

や親
しん

戚
せき

へは心
しん

配
ぱい

させないよ
うに東

とう

京
きょう

の日
にち

常
じょう

を写
しゃ

真
しん

に撮
と

って送
おく

りました。
「新

しん

宿
じゅく

区
く

では、皆
みな

が元
げん

気
き

に暮
く

らしているよ。」と
伝
つた

えたかったからです。中
ちゅう

国
ごく

での報
ほう

道
どう

から知
し

る
より、実

じっ

際
さい

の東
とう

京
きょう

の様
よう

子
す

を写
しゃ

真
しん

で見
み

た方
かた

が心
しん

配
ぱい

も減
へ

りますよね。

　震
しん

災
さい

ボランティアを通
とお

して、自
じ

分
ぶん

の弱
よわ

さや未
み

熟
じゅく

さにも気
き

づいたという呂
ろ

さん。今
こん

後
ご

も、機
き

会
かい

があればまた被
ひ

災
さい

地
ち

に行
い

き、被
ひ

災
さい

者
しゃ

の役
やく

に立
た

て
るように手

て

伝
つだ

いたいと話
はな

してくれました。
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忘
わ す

れていませんか？　予
よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

　予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

は、赤
あか

ちゃん自
じ

身
しん

が免
めん

疫
えき

をつくり、病
びょう

気
き

を予
よ

防
ぼう

するのに役
やく

立
だ

ちます。
　新

しん

宿
じゅく

区
く

では、区
く

民
みん

を対
たい

象
しょう

に予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を実
じっ

施
し

しています。年
ねん

齢
れい

や予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

の種
しゅ

類
るい

などにより、実
じっ

施
し

会
かい

場
じょう

や実
じっ

施
し

時
じ

期
き

が異
こと

なります。対
たい

象
しょう

の方
かた

には予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

予
よ

診
しん

票
ひょう

をお送
おく

りしています。

＜法
ほう

定
てい

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

＞
●	BCG
　対

たい

象
しょう

者
しゃ

：生
せい

後
ご

6 か月
げつ

未
み

満
まん

●	ポリオ
　対

たい

象
しょう

者
しゃ

：	生
せい

後
ご

3 か月
げつ

～ 7 歳
さい

6 か月
げつ

未
み

満
まん

●	DPT（三
さん

種
しゅ

混
こん

合
ごう

）1期
き

　対
たい

象
しょう

者
しゃ

：	生
せい

後
ご

3 か月
げつ

～ 7 歳
さい

6 か月
げつ

未
み

満
まん

●	DT（二
に

種
しゅ

混
こん

合
ごう

）2期
き

　対
たい

象
しょう

者
しゃ

：	満
まん

11 歳
さい

～ 13 歳
さい

未
み

満
まん

●	MR（麻
ま

しん風
ふう

しん混
こん

合
ごう

）1期
き

・2期
き

、3期
き

、4期
き

　対
たい

象
しょう

者
しゃ

：
　　1 期

き

→　生
せい

後
ご

12 か月
げつ

～ 24 か月
げつ

未
み

満
まん

　　2 期
き

→　5 歳
さい

以
い

上
じょう

7 歳
さい

未
み

満
まん

で、小
しょう

学
がっ

校
こう

就
しゅう

学
がく

の 1 年
ねん

前
まえ

の日
ひ

　　　　	（4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

）から小
しょう

学
がっ

校
こう

就
しゅう

学
がく

の前
ぜん

日
じつ

（3 月
がつ

31 日
にち

）までの間
あいだ

　　3 期
き

→　中
ちゅう

学
がく

1 年
ねん

生
せい

時
じ

の 4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

～翌
よく

年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

　　4 期
き

→　高
こう

校
こう

3 年
ねん

生
せい

時
じ

の 4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

～翌
よく

年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

※	2 歳
さい

を過
す

ぎた方
かた

で、まだ麻
ま

しんまたは MR の予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

をしていな

い場
ば

合
あい

はご連
れん

絡
らく

ください。

●	日
に

本
ほん

脳
のう

炎
えん

　対
たい

象
しょう

者
しゃ

：
　　1 期

き

→　生
せい

後
ご

6 か月
げつ

～ 7 歳
さい

6 か月
げつ

未
み

満
まん

　　2 期
き

→　9 歳
さい

～ 13 歳
さい

未
み

満
まん

　日
に

本
ほん

脳
のう

炎
えん

3 期
き

は廃
はい

止
し

となりました。

1995 年
ねん

6 月
がつ

1
つい

日
たち

～ 2007 年
ねん

4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

生
う

まれの方
かた

は、不
ふ

足
そく

回
かい

数
すう

分
ぶん

を接
せっ

種
しゅ

できます。お問
と

い合
あ

わせください。

＜任
にん

意
い

接
せっ

種
しゅ

＞ 
●ヒブワクチン
　対

たい

象
しょう

者
しゃ

：	生
せい

後
ご

2 か月
げつ

～ 5 歳
さい

未
み

満
まん

　1 回
かい

3,000 円
えん

で接
せっ

種
しゅ

できます。お問
と

い合
あ

わせください。

●小
しょう

児
に

用
よう

肺
はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワクチン
　対

たい

象
しょう

者
しゃ

：	生
せい

後
ご

2 か月
げつ

～ 5 歳
さい

未
み

満
まん

　1 回
かい

3,000 円
えん

で接
せっ

種
しゅ

できます。お問
と

い合
あ

わせください。

●子
し

宮
きゅう

頸
けい

がん予
よ

防
ぼう

ワクチン
　対

たい

象
しょう

者
しゃ

：	中
ちゅう

学
がく

1 年
ねん

生
せい

～高
こう

校
こう

1 年
ねん

生
せい

相
そう

当
とう

年
ねん

齢
れい

の女
じょ

子
し

　無
む

料
りょう

で接
せっ

種
しゅ

できます。お問
と

い合
あ

わせください。

問
とい

　合
あわ

　せ　保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

予
よ

防
ぼう

係
がかり

　℡ 03-5273-3859（日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

）

　新
しん

宿
じゅく

区
く

では、留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を続
つづ

けていくために経
けい

済
ざい

的
てき

援
えん

助
じょ

を必
ひつ

要
よう

とし、

成
せい

績
せき

優
ゆう

秀
しゅう

な外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

（15 名
めい

予
よ

定
てい

）に、奨
しょう

励
れい

金
きん

（年
ねん

額
がく

24 万
まん

円
えん

）を

支
し

給
きゅう

（一
いち

年
ねん

間
かん

分
ぶん

）します。

対
たい

象
しょう

：以
い

下
か

の条
じょう

件
けん

全
すべ

てに当
あ

てはまる方
かた

①	在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

が「留
りゅう

学
がく

」で、国
こく

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

以
い

外
がい

の方
かた

、外
がい

国
こく

政
せい

府
ふ

派
は

遣
けん

留
りゅう

学
がく

生
せい

か私
し

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

であること

②	区
く

内
ない

の大
だい

学
がく

院
いん

の修
しゅう

士
し

または博
はく

士
し

課
か

程
てい

、大
だい

学
がく

の学
がく

部
ぶ

、短
たん

期
き

大
だい

学
がく

の学
がっ

科
か

、

専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

の専
せん

門
もん

課
か

程
てい

のいずれかに 1 年
ねん

以
い

上
じょう

在
ざい

籍
せき

し、今
こん

後
ご

も 1 年
ねん

以
い

上
じょう

継
けい

続
ぞく

して在
ざい

籍
せき

する見
み

込
こ

みのある方
かた

③	新
しん

宿
じゅく

区
く

に外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

し、現
げん

に区
く

内
ない

に住
す

んでいる方
かた

④	学
がく

業
ぎょう

、人
じん

物
ぶつ

ともに優
すぐ

れ、留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

のために経
けい

済
ざい

的
てき

な援
えん

助
じょ

を必
ひつ

要
よう

とし

ている方
かた

申
もうし

込
こ

み 募
ぼ

集
しゅう

は毎
まい

年
とし

5 月
がつ

の予
よ

定
てい

です。応
おう

募
ぼ

は在
ざい

籍
せき

する学
がっ

校
こう

の担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

へお申
もう

し込
こ

みください。学
がっ

校
こう

内
ない

の推
すい

薦
せん

を経
へ

て、さらに区
く

の選
せん

考
こう

で最
さい

終
しゅう

決
けっ

定
てい

します。

問
とい

合
あわ

せ 文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

（2012 年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

まで）

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

（2012 年
ねん

4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

から）

℡ 03-5273-3504（日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

）

その他
ほか

の奨
しょう

学
がく

金
きん

情
じょう

報
ほう

は、

独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

　日
に

本
ほん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

http://www.jasso.go.jp/study_j/scholarships.html

日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

情
じょう

報
ほう

データベースサイト
http://www.jpss.jp

などでご覧
らん

いただくほか、各
かく

学
がっ

校
こう

窓
まど

口
ぐち

でご相
そう

談
だん

ください。

　災
さい

害
がい

等
など

の緊
きん

急
きゅう

時
じ

に外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

にも迅
じん

速
そく

に情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

できるよう、自
じ

動
どう

翻
ほん

訳
やく

機
き

能
のう

がつきました。日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

かれた区
く

公
こう

式
しき

ホームページと同
おな

じ

内
ない

容
よう

を、多
た

言
げん

語
ご

（英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・ハングル）に翻
ほん

訳
やく

するものです。

　緊
きん

急
きゅう

時
じ

には、トップページの赤
あか

い枠
わく

の中
なか

に、重
じゅう

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を表
ひょう

示
じ

します。

自
じ

動
どう

翻
ほん

訳
やく

機
き

能
のう

を使
つか

ってご確
かく

認
にん

ください。

　この他
ほか

、外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

向
む

けの情
じょう

報
ほう

だけを集
あつ

めた「新
しん

宿
じゅく

区
く

外
がい

国
こく

語
ご

ホーム

ページ」は、引
ひ

き続
つづ

き毎
まい

月
つき

15 日
にち

更
こう

新
しん

で、区
く

からのお知
し

らせ、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

イベント、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

など色
いろ

々
いろ

な情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

していき

ますので、ぜひこちらもご利
り

用
よう

ください。

区
く

公
こう

式
しき

ホームページに

自
じ

動
どう

翻
ほん

訳
やく

機
き

能
のう

がつきました！

新
しん

宿
じゅく

区
く

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

学
がく

習
しゅう

奨
しょう

励
れい

費
ひ

区
く

公
こう

式
しき

ホームページのトップページからの入
はい

り方
かた

区
く

公
こう

式
しき

ホームページ
http://www.city.

shinjuku.lg.jp/

区
く

外
がい

国
こく

語
ご

ホームページ
http://www.city.

shinjuku.lg.jp/

foreign/japanese/
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場
ば

所
しょ

問
とい

合
あわ

せ
〒 160-0021　新

しん

宿
じゅく

区
く

歌
か

舞
ぶ

伎
き

町
ちょう

2-44-1　ハイジア 11 階
かい

☎ 03-5291-5171　ＦＡＸ 03-5291-5172

アクセス ＪＲ新
しん

宿
じゅく

駅
えき

東
ひがし

口
ぐち

から徒
と

歩
ほ

10 分
ぷん

　西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

5 分
ふん

開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

9 時
じ

～午
ご

後
ご

9 時
じ

休
きゅう

館
かん

日
び

毎
まい

月
つき

第
だい

2・4 水
すい

曜
よう

日
び

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12 月
がつ

29 日
にち

～翌
よく

年
とし

の 1 月
がつ

3
みっ

日
か

）

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.city.shinjuku.lg.jp/foreign/japanese/plaza.html

新
しんじゅく

宿プリンスホテル

大
おおくぼ

久保へ

職
しょくあんどお

安通り

西
せいぶしんじゅくえき

武新宿駅 新
しんじゅくくやくしょ

宿区役所

スタジオアルタ

花
はなぞのじんじゃ

園神社

靖
やすくにどお

国通り

ルミネエスト
新

しんじゅくどお宿通り

新
しんじゅくえき

宿駅
甲
こうしゅうかいどう

州街道 しんじゅく多
た ぶん か きょう せい

文化共生プラザ

( ハイジア 11 階
かい

)

大
おおくぼしょうがっこう

久保小学校しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ

日
に

本
ほ ん

語
ご

スピーチコンテスト
「しゃべれおん‘12」に挑

ちょう

戦
せ ん

しませんか？
　7 分

ふん

間
かん

のスピーチで日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の日
ひ

頃
ごろ

の成
せい

果
か

とあなたの思
おも

いを発
はっ

表
ぴょう

しませんか？

　あなたの住
す

む地
ち

域
いき

にある教
きょう

室
しつ

で日
に

本
ほん

語
ご

ボラ

ンティアと一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しく日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びません

か？教
きょう

室
しつ

に空
あ

きがある場
ば

合
あい

は途
と

中
ちゅう

からでも参
さん

加
か

できます。

日
にち

時
じ

2012 年
ねん

6 月
がつ

9
ここの

日
か

（土
ど

）午
ご

後
ご

0 時
じ

30 分
ぷん

～ 5 時
じ

（懇
こん

親
しん

会
かい

：午
ご

後
ご

5 時
じ

～ 6 時
じ

30 分
ぷん

）

会
かい

場
じょう

新
しん

宿
じゅく

文
ぶん

化
か

センター 3 階
かい

小
しょう

ホール（新
しん

宿
じゅく

6-14-1）

資
し

格
かく

・定
てい

員
いん

区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

・在
ざい

学
がく

で、母
ぼ

語
ご

が日
に

本
ほん

語
ご

以
い

外
がい

の方
かた

18 名
めい

。在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

2 年
ねん

以
い

内
ない

の方
かた

に限
かぎ

ります。過
か

去
こ

出
しゅつ

場
じょう

経
けい

験
けん

のある方
かた

は、

本
ほん

会
かい

を含
ふく

めて 2 回
かい

までの出
しゅつ

場
じょう

が可
か

能
のう

ですが、入
にゅう

賞
しょう

経
けい

験
けん

のあ

る方
かた

は参
さん

加
か

できません。応
おう

募
ぼ

多
た

数
すう

の場
ば

合
あい

は事
じ

前
ぜん

審
しん

査
さ

あり。

テ ー マ 原
げん

則
そく

自
じ

由
ゆう

（未
み

発
はっ

表
ぴょう

のものに限
かぎ

る）

対
たい

象
しょう

入
にゅう

門
もん

初
しょ

級
きゅう

レベル。日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で日
に

本
ほん

語
ご

を必
ひつ

要
よう

としている方
かた

。新
しん

宿
じゅく

区
く

に在
ざい

住
じゅう

、在
ざい

勤
きん

、在
ざい

学
がく

の方
かた

を優
ゆう

先
せん

。ただし、中
ちゅう

学
がく

生
せい

以
い

下
か

の方
かた

は参
さん

加
か

できません。

日
にち

時
じ

月
げつ

曜
よう

日
び

～金
きん

曜
よう

日
び

。週
しゅう

1 回
かい

の教
きょう

室
しつ

と週
しゅう

2 回
かい

の教
きょう

室
しつ

があります。曜
よう

日
び

は会
かい

場
じょう

によって異
こと

なります。学
がく

習
しゅう

時
じ

間
かん

は会
かい

場
じょう

により午
ご

前
ぜん

9 時
じ

30 分
ぷん

～ 11 時
じ

30 分
ぷん

または午
ご

後
ご

6 時
じ

30 分
ぷん

～ 8 時
じ

30 分
ぷん

。

会
かい

場
じょう

しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザを含
ふく

む区
く

内
ない

各
かく

地
ち

　
※ 詳

くわ

しくはお問
と

い合
あ

わせください。

参
さん

加
か

費
ひ

週
しゅう

1 回
かい

クラス／￥2,000-
週
しゅう

2 回
かい

クラス／￥4,000-
※ 一

いち

度
ど

入
にゅう

金
きん

された参
さん

加
か

費
ひ

はお返
かえ

しできません。

申
もうし

込
こ

み 申
もうし

込
こみ

用
よう

紙
し

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

を記
き

入
にゅう

し新
しん

宿
じゅく

文
ぶん

化
か

センターまで郵
ゆう

便
びん

（〒 160-0022
新
しん

宿
じゅく

区
く

新
しん

宿
じゅく

6-14-1）かＦＡＸ（03-3350-4839）でお送
おく

りください。申
もうし

込
こみ

用
よう

紙
し

はしんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ、新
しん

宿
じゅく

区
く

役
やく

所
しょ

外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

、新
しん

宿
じゅく

文
ぶん

化
か

センターで配
はい

布
ふ

。または新
しん

宿
じゅく

未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

財
ざい

団
だん

の WEB サイト（http://
www.regasu-shinjuku.or.jp/?p=630）からダウンロードしてください。

問
とい

合
あわ

せ 新
しん

宿
じゅく

未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

財
ざい

団
だん

　文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

課
か

℡ 03-3350-1141　E メール bunka@regasu-shinjuku.or.jp

　新
しん

宿
じゅく

区
く

は、区
く

内
ない

で新
あたら

しく生
せい

活
かつ

を始
はじ

め

る人
ひと

のために、生
せい

活
かつ

のルールや便
べん

利
り

な

情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めた「新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

スタートブッ

ク」を発
はっ

行
こう

しました。日
に

本
ほん

語
ご

（ルビ

付
つき

）・英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・ハングルで書
か

か

れていて、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

、外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

や区
く

役
やく

所
しょ

の手
て

続
つづ

きに関
かん

する情
じょう

報
ほう

の他
ほか

に、簡
かん

単
たん

な日
に

本
ほん

語
ご

会
かい

話
わ

集
しゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

コラムなど、読
よ

ん

で楽
たの

しい内
ない

容
よう

が盛
も

りだくさん！！区
く

役
やく

所
しょ

で外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

をした

時
とき

に、登
とう

録
ろく

証
しょう

と一
いっ

緒
しょ

に 1
ひと

人
り

1
ひと

人
り

にこの「新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

スタートブッ

ク」をお渡
わた

ししています。新
しん

宿
じゅく

区
く

外
がい

国
こく

語
ご

ホームページ（http://

www.city.shinjuku.lg.jp/foreign/japanese/index.html）からも

ダウンロードできます。ぜひご活
かつ

用
よう

ください！

問
とい

合
あわ

せ 文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

（2012 年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

まで）

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

（2012 年
ねん

4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

から）

℡ 03-5273-3504（日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

）

日
に

本
ほ ん

語
ご

スピーチコンテスト
「しゃべれおん‘12」に挑

ちょう

戦
せ ん

しませんか？
申
もうし

込
こみ

方
ほう

法
ほう

5 月
がつ

8
よう

日
か

（火
か

）までに出
しゅつ

場
じょう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

、スピーチ予
よ

定
てい

のテーマ作
さく

文
ぶん

を持
じ

参
さん

または郵
ゆう

送
そう

で提
てい

出
しゅつ

。詳
しょう

細
さい

は募
ぼ

集
しゅう

要
よう

項
こう

をご確
かく

認
にん

ください。

※ 募
ぼ

集
しゅう

要
よう

項
こう

と出
しゅつ

場
じょう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

はしんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ、区
く

役
やく

所
しょ

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1 階
かい

の文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

（2012 年
ねん

4
し

月
がつ

1
つい

日
たち

から多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

）、新
しん

宿
じゅく

文
ぶん

化
か

センターで配
はい

布
ふ

。

問
とい

合
あわ

せ・
申
もうし

込
こみ

先
さき

新
しん

宿
じゅく

未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

財
ざい

団
だん

　文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

課
か

〒 160-0022	新
しん

宿
じゅく

区
く

新
しん

宿
じゅく

6-14-1

℡ 03-3350-1141

E メール bunka@regasu-shinjuku.or.jp

新
あたら

しい「新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

スタートブック」
を発

はっ

行
こう

しました！

新
しん

宿
じゅく

区
く

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

（4
し

月
がつ

～ 7
しち

月
がつ

）
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　自
じ

転
てん

車
しゃ

は、私
わたし

たちにとって最
もっと

も身
み

近
ぢか

な乗
の

り物
もの

です。しかし、間
ま

違
ちが

った利
り

用
よう

や危
き

険
けん

な走
そう

行
こう

は、大
おお

きな事
じ

故
こ

へとつながります。事
じ

故
こ

を起
お

こすと、自
じ

転
てん

車
しゃ

利
り

用
よう

者
しゃ

も刑
けい

事
じ

上
じょう

の責
せき

任
にん

が問
と

われ、場
ば

合
あい

によっては、民
みん

事
じ

上
じょう

の損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

責
せき

任
にん

も発
はっ

生
せい

します。
　交

こう

通
つう

ルールを守
まも

り、事
じ

故
こ

を起
お

こさないよう注
ちゅう

意
い

しましょう。【問
とい

合
あわ

せ】交
こう

通
つう

対
たい

策
さく

課
か

交
こう

通
つう

企
き

画
かく

係
がかり

　℡ 03-5273-4265（日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

）

●自
じ

転
てん

車
しゃ

での加
か

害
がい

事
じ

故
こ

による高
こう

額
がく

賠
ばい

償
しょう

例
れい

賠
ばい

償
しょう

額
がく

事
じ

故
こ

の概
がい

要
よう

6,008 万
まん

円
えん

自
じ

転
てん

車
しゃ

通
つう

学
がく

中
ちゅう

の高
こう

校
こう

生
せい

が誤
あやま

って歩
ほ

行
こう

者
しゃ

に衝
しょう

突
とつ

し、脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

の重
じゅう

傷
しょう

を負
お

わせた。

5,000 万
まん

円
えん

女
じょ

子
し

高
こう

校
こう

生
せい

が夜
や

間
かん

、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を操
そう

作
さ

しながら無
む

灯
とう

火
か

で走
そう

行
こう

中
ちゅう

、看
かん

護
ご

師
し

の女
じょ

性
せい

と衝
しょう

突
とつ

。女
じょ

性
せい

には重
じゅう

大
だい

な障
しょう

害
がい

が残
のこ

った。

交
こう

差
さ

点
てん

での一
いち

時
じ

停
てい

止
し

と安
あん

全
ぜん

確
かく

認
にん

【罰
ばっ

則
そく

】

3 ヵ月
げつ

以
い

下
か

の懲
ちょう

役
えき

又
また

は 5 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっ

金
きん

二
ふた

人
り

乗
の

り、並
へい

進
しん

の禁
きん

止
し

【罰
ばっ

則
そく

】

2 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっ

金
きん

又
また

は科
か

料
りょう

傘
かさ

差
さ

し運
うん

転
てん

、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

を使
し

用
よう

しながらの運
うん

転
てん

は禁
きん

止
し

【罰
ばっ

則
そく

】

5 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっ

金
きん

飲
いん

酒
しゅ

運
うん

転
てん

は禁
きん

止
し

【罰
ばっ

則
そく

】

5 年
ねん

以
い

下
か

の懲
ちょう

役
えき

又
また

は 100 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっ

金
きん

知
し

っていましたか？

自
じ

転
て ん

車
し ゃ

を安
あ ん

全
ぜ ん

に利
り

用
よ う

するための 5
いつ

つのルール

車
しゃ

道
どう

は左
ひだり

側
がわ

を通
つう

行
こう

　 歩
ほ

道
どう

は歩
ほ

行
こう

者
しゃ

優
ゆう

先
せん

で、
車
しゃ

道
どう

寄
よ

りを徐
じょ

行
こう

　

自
じ

転
て ん

車
し ゃ

及
お よ

び歩
ほ

行
こ う

者
し ゃ

専
せ ん

用
よ う

の標
ひょう

識
し き

子
こ

どもはヘルメットを
着
ちゃく

用
よう

　

安
あん

全
ぜん

ルールを守
まも

る

　歩
ほ

道
どう

ではすぐに停
てい

止
し

できる速
そく

度
ど

で走
はし

り、歩
ほ

行
こう

者
しゃ

の妨
さまた

げとなる場
ば

合
あい

は一
いち

時
じ

停
てい

止
し

しなければなりません。

歩
ほ

道
どう

を通
つう

行
こう

できるのは・・・
①	道

どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

等
など

で指
し

定
てい

された場
ば

合
あい

②	13 歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

ども、

70 歳
さい

以
い

上
じょう

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

、

身
しん

体
たい

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な方
かた

が

運
うん

転
てん

する場
ば

合
あい

③	車
しゃ

道
どう

を通
つう

行
こう

するこ

とが危
き

険
けん

な場
ば

合
あい

　子
こ

ども（13 歳
さい

未
み

満
まん

の者
もの

）の保
ほ

護
ご

責
せき

任
にん

者
しゃ

は、 子
こ

ど

も に 乗
じょう

車
しゃ

用
よう

ヘ ル メ ッ ト

を か ぶ ら せ

る よ う に し

ましょう。

　自
じ

転
てん

車
しゃ

は、車
しゃ

道
どう

の左
ひだり

側
がわ

を通
つう

行
こう

しなけ

ればなりません。右
みぎ

側
がわ

通
つう

行
こう

は禁
きん

止
し

され

ています。自
じ

転
てん

車
しゃ

道
どう

を通
つう

行
こう

する場
ば

合
あい

も

左
ひだり

側
がわ

を走
そう

行
こう

しましょう。

　道
どう

路
ろ

交
こう

通
つう

法
ほう

上
じょう

、自
じ

転
てん

車
しゃ

は「車
しゃ

両
りょう

」の

一
いっ

種
しゅ

です。したがって、歩
ほ

道
どう

と車
しゃ

道
どう

の

区
く

別
べつ

が あ る

と こ ろ は 車
しゃ

道
どう

通
つう

行
こう

が 原
げん

則
そく

です。

自
じ

転
てん

車
しゃ

は、車
しゃ

道
どう

が原
げん

則
そく

、歩
ほ

道
どう

は例
れい

外
がい

1

5

32

4
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『新
し ん

大
お お

久
く

保
ぼ

クリーン活
か つ

動
ど う

』
〜新

し ん

宿
じゅく

韓
か ん

人
じ ん

発
は っ

展
て ん

委
い

員
い ん

会
か い

の取
と り

組
く

み〜

　
　新

しん

宿
じゅく

区
く

にある JR新
しん

大
おお

久
く

保
ぼ

駅
えき

の近
ちか

く、大
おお

久
く

保
ぼ

通
どお

りから職
しょく

安
あん

通
どお

りにかけては、

様
さま

々
ざま

な国
くに

の飲
いん

食
しょく

店
てん

や雑
ざっ

貨
か

店
てん

が立
た

ち並
なら

び、毎
まい

日
にち

多
おお

くの人
ひと

でにぎわっています。こ

うした活
かっ

気
き

は、まちのにぎわいにつながる一
いっ

方
ぽう

、道
どう

路
ろ

の混
こん

雑
ざつ

、ごみのポイ捨
す

て、

深
しん

夜
や

まで続
つづ

く騒
そう

音
おん

などの課
か

題
だい

も発
はっ

生
せい

しています。これは、この地
ち

域
いき

に住
す

み、働
はたら

き、

またこのまちを訪
おとず

れる日
に

本
ほん

人
じん

、外
がい

国
こく

人
じん

が共
とも

に考
かんが

えるべき問
もん

題
だい

です。

　今
こん

回
かい

は、清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

でまちの美
び

化
か

に取
と

り組
く

む、地
ち

域
いき

の韓
かん

国
こく

人
じん

の皆
みな

さんの「新
しん

大
おお

久
く

保
ぼ

クリーン活
かつ

動
どう

」を取
しゅ

材
ざい

しました。

　多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

とは、国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などの異
こと

なる人
ひと

々
びと

が互
たが

いの文
ぶん

化
か

的
てき

違
ちが

いを認
みと

め、理
り

解
かい

しあい、共
とも

に生
い

き
ていくことです。
　ここでは、多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の最
さい

前
ぜん

線
せん

をレポートします。

　2011 年
ね ん

11 月
が つ

8
よう

日
か

、大
お お

久
く

保
ぼ

地
ち

域
い き

を清
せ い

掃
そ う

するため、職
しょく

安
あ ん

通
ど お

り近
ち か

くに 50 人
に ん

以
い

上
じょう

の韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

の皆
み な

さんが集
あ つ

まりました。大
お お

久
く

保
ぼ

地
ち

域
い き

でお店
み せ

や会
か い

社
し ゃ

を経
け い

営
え い

する人
ひ と

やその従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

、東
と う

京
きょう

韓
か ん

国
こ く

学
が っ

校
こ う

の高
こ う

校
こ う

生
せ い

など、様
さ ま

々
ざ ま

な

顔
か お

ぶれです。

　この　「新
し ん

大
お お

久
く

保
ぼ

クリーン活
か つ

動
ど う

」は、毎
ま い

月
つ き

第
だ い

2 火
か

曜
よ う

日
び

に、『新
し ん

宿
じゅく

韓
か ん

人
じ ん

発
は っ

展
て ん

委
い

員
い ん

会
か い

（以
い

下
か

「委
い

員
い ん

会
か い

」）』が行
おこな

っています。委
い

員
い ん

会
か い

は、2009 年
ね ん

4
し

月
が つ

にニューカマー韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

による百
ひゃく

人
に ん

町
ちょう

・大
お お

久
く

保
ぼ

の地
ち

域
い き

組
そ

織
し き

として発
ほ っ

足
そ く

したものです。この頃
こ ろ

から、大
お お

久
く

保
ぼ

地
ち

域
い き

は、韓
か ん

国
こ く

系
け い

飲
い ん

食
しょく

店
て ん

や韓
は ん

流
りゅう

ショッ

プなどが増
ふ

え、韓
か ん

国
こ く

の食
しょく

文
ぶ ん

化
か

や大
た い

衆
しゅう

文
ぶ ん

化
か

が楽
た の

しめるまちとして注
ちゅう

目
も く

さ

れていましたが、一
い っ

方
ぽ う

ではごみや騒
そ う

音
お ん

、違
い

法
ほ う

駐
ちゅう

輪
り ん

などの問
も ん

題
だ い

を抱
か か

えて

いました。こうした状
じょう

況
きょう

をふまえ、「韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

もこのまちに責
せ き

任
に ん

を感
か ん

じな

ければならない。地
ち

域
い き

のために、新
し ん

宿
じゅく

の人
に ん

間
げ ん

として努
ど

力
りょく

していきたい」

という気
き

持
も

ちから結
け っ

成
せ い

された組
そ

織
し き

です。発
ほ っ

足
そ く

以
い

来
ら い

、委
い

員
い ん

会
か い

は清
せ い

掃
そ う

活
か つ

動
ど う

を毎
ま い

月
つ き

欠
か

かさずに行
おこな

ってきました。

　この日
ひ

は、毎
ま い

月
つ き

の清
せ い

掃
そ う

活
か つ

動
ど う

に加
く わ

え、違
い

法
ほ う

看
か ん

板
ば ん

の撤
て っ

去
き ょ

指
し

導
ど う

や、違
い

法
ほ う

駐
ちゅう

輪
り ん

の整
せ い

理
り

もあわせ

て行
おこな

うため、警
け い

察
さ つ

や東
と う

京
きょう

都
と

第
だ い

三
さ ん

建
け ん

設
せ つ

事
じ

務
む

所
し ょ

、区
く

の交
こ う

通
つ う

対
た い

策
さ く

課
か

や大
お お

久
く

保
ぼ

特
と く

別
べ つ

出
しゅっ

張
ちょう

所
じ ょ

の職
しょく

員
い ん

も参
さ ん

加
か

しました。行
ぎょう

政
せ い

と韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

コミュニティが協
きょう

力
りょく

して取
と

り組
く

むことで、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

にも韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

にも、それぞれの言
げ ん

語
ご

で、守
ま も

らなけ

ればいけないまちのルールを正
せ い

確
か く

に説
せ つ

明
め い

することができます。店
て ん

舗
ぽ

だ

けではなく、大
お お

久
く

保
ぼ

地
ち

域
い き

に遊
あ そ

びにくる観
か ん

光
こ う

客
きゃく

の人
ひ と

たちにも、清
せ い

掃
そ う

活
か つ

動
ど う

を紹
しょう

介
か い

し、ごみのポイ捨
す

て防
ぼ う

止
し

の呼
よ

びかけを行
おこな

いました。

　班
は ん

に分
わ

かれて清
せ い

掃
そ う

が始
は じ

まると、まちには路
ろ

上
じょう

にたくさんのごみが捨
す

てられていることがわかりました。屋
や

台
た い

で買
か

った食
た

べ物
も の

の容
よ う

器
き

、買
か

っ

たものが入
は い

っていたレジ袋
ぶくろ

、壊
こ わ

れた傘
か さ

、タバコの吸
す

い殻
が ら

。それらを 1
ひと

つ1
ひと

つ集
あ つ

めていきます。指
し

定
て い

日
び

以
い

外
が い

に出
だ

されたお店
み せ

や会
か い

社
し ゃ

のごみなどは、

店
て ん

舗
ぽ

に入
は い

って説
せ つ

明
め い

し、今
こ ん

後
ご

は区
く

が指
し

定
て い

した方
ほ う

法
ほ う

で出
だ

すよう説
せ つ

明
め い

をしま

した。

　1 時
じ

間
か ん

後
ご

、清
せ い

掃
そ う

活
か つ

動
ど う

の参
さ ん

加
か

者
し ゃ

が路
ろ

上
じょう

で集
あ つ

めたごみは、委
い

員
い ん

会
か い

の職
しょく

員
い ん

がさらに分
ぶ ん

別
べ つ

し、

この日
ひ

の清
せ い

掃
そ う

活
か つ

動
ど う

は終
しゅう

了
りょう

し

ました。

　「新
し ん

大
お お

久
く

保
ぼ

クリーン活
か つ

動
ど う

」

を実
じ っ

施
し

している委
い

員
い ん

会
か い

委
い

員
い ん

長
ちょう

の李
い

孝
ひ ょ

烈
よ る

さんは、活
か つ

動
ど う

についてこう語
か た

ります。

　「このクリーン活
か つ

動
ど う

はほとんど韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

だけが参
さ ん

加
か

して行
おこな

われたもので

すが、多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

の趣
し ゅ

旨
し

からも将
しょう

来
ら い

的
て き

には新
し ん

大
お お

久
く

保
ぼ

地
ち

域
い き

で事
じ

業
ぎょう

を営
いとな

ん

でいる韓
か ん

国
こ く

人
じ ん

だけではなく、他
ほ か

の国
く に

や地
じ

元
も と

の方
か た

々
が た

も参
さ ん

加
か

して行
おこな

うのが

理
り

想
そ う

だと思
お も

います。そうするためには、地
ち

域
い き

、地
じ

元
も と

の防
ぼ う

犯
は ん

活
か つ

動
ど う

、パトロー

ル、お祭
ま つ

り、いろんな行
ぎょう

事
じ

に参
さ ん

加
か

をして協
きょう

力
りょく

しあい理
り

解
か い

を深
ふ か

めなけれ

ばなりません。これからは、他
ほ か

の国
く に

のコミュニティにも呼
よ

びかけをす

るなど、より多
お お

くの方
か た

が地
ち

域
い き

発
は っ

展
て ん

のための活
か つ

動
ど う

に積
せ っ

極
きょく

的
て き

に参
さ ん

加
か

できる

よう努
ど

力
りょく

していきたいです」

　多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

は、地
ち

域
い き

住
じゅう

民
み ん

、地
ち

域
い き

で働
はたら

く人
ひ と

、地
ち

域
い き

に遊
あ そ

びに来
く

る人
ひ と

、様
さ ま

々
ざ ま

な立
た ち

場
ば

の人
ひ と

が理
り

解
か い

し合
あ

い、協
きょう

力
りょく

し合
あ

うことで成
な

り立
た

ちます。国
こ く

籍
せ き

が異
こ と

なれば、文
ぶ ん

化
か

や生
せ い

活
か つ

習
しゅう

慣
か ん

は違
ち が

って当
あ

たり前
ま え

ですが、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

も外
が い

国
こ く

人
じ ん

も、

共
きょう

通
つ う

のルールで生
せ い

活
か つ

することが、まちの過
す

ごしやすさにつながります。

今
こ ん

回
か い

、紹
しょう

介
か い

した委
い

員
い ん

会
か い

は、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

でなくてもまちの一
い ち

員
い ん

であるという

ことを認
に ん

識
し き

し、まちのために積
せ っ

極
きょく

的
て き

に活
か つ

動
ど う

しています。こうした外
が い

国
こ く

人
じ ん

コミュニティは、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

と外
が い

国
こ く

人
じ ん

をつなぐ重
じゅう

要
よ う

な多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

の担
に な

い

手
て

になっています。

　皆
み な

さんも、地
ち

域
い き

に目
め

を向
む

けてみてください。「誰
だ れ

かのまち」ではなく、

自
じ

分
ぶ ん

の住
す

むまちは、そこに住
す

み、暮
く

らす「私
わたし

たち 1
ひと

人
り

1
ひと

人
り

のまち」です。

まちのために、何
な に

をすることができるか、一
い ち

度
ど

考
かんが

えてみませんか。

　今
こ ん

後
ご

も外
が い

国
こ く

語
ご

広
こ う

報
ほ う

紙
し

「共
と も

に生
い

きる」では、外
が い

国
こ く

人
じ ん

コミュニティの活
か つ

動
ど う

を取
と

り上
あ

げて紹
しょう

介
か い

していく予
よ

定
て い

です。

集
しゅう

合
ご う

場
ば

所
し ょ

には、多
お お

くの人
ひ と

が集
あ つ

まっています

観
か ん

光
こ う

客
きゃく

の方
か た

へもチラシを配
く ば

って呼
よ

びかけます

たくさんのごみを集
あ つ

めることができました！

共
とも

に生
い

きる　1
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　お子

こ

さんを連
つ

れて、家
か

族
ぞく

で、週
しゅう

末
まつ

に日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

してみ
ませんか？「日

に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

してみたいけれど、子
こ

どもがい
るので、子

こ

どもを家
いえ

において出
で

かけられません」そのよう
な人

ひと

はいませんか？日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア団
だん

体
たい

である『新
しん

宿
じゅく

虹
にじ

の会
かい

』では、親
おや

子
こ

で参
さん

加
か

できる日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を
開
ひら

いています。親
おや

が日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

する間
あいだ

に、隣
となり

の部
へ

屋
や

では保
ほ

育
いく

士
し

が子
こ

どもと遊
あそ

んでいてくれます。日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

したい子
こ

どもは、学
がく

習
しゅう

に参
さん

加
か

することもできます。親
おや

子
こ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

は、日
に

本
ほん

語
ご

が勉
べん

強
きょう

できることは
もちろん、新

あたら

しい知
し

り合
あ

いができたり、子
こ

どもたち同
どう

士
し

が友
とも

達
だち

になったり、つながりを作
つく

る場
ば

でもありま
す。週

しゅう

末
まつ

に家
か

族
ぞく

で参
さん

加
か

してみませんか？

共
とも

に生
い

きる　2

　土
ど

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

に大
おお

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

内
ない

で行
おこな

われる『親
おや

と子
こ

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

』は、ボランティアと参
さん

加
か

者
しゃ

が楽
たの

しみながら日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

す
る、にぎやかな日

に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

です。この日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

は、教
きょう

室
しつ

の隣
となり

に保
ほ

育
いく

士
し

が子
こ

どもと遊
あそ

んでくれる託
たく

児
じ

室
しつ

があること。
子
こ

育
そだ

て中
ちゅう

の親
おや

はもちろん、子
こ

どもと一
いっ

緒
しょ

に日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶことができる教
きょう

室
しつ

です。

　2012 年
ね ん

1 月
が つ

14 日
か

（土
ど

）、会
か い

場
じょう

の大
お お

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
が っ

校
こ う

には、アメリカ・中
ちゅう

国
ご く

・韓
か ん

国
こ く

・トルコとさま

ざまな国
こ く

籍
せ き

の参
さ ん

加
か

者
し ゃ

19 人
に ん

が集
あ つ

まりました。そのほとんどが子
こ

ども連
づ

れで、子
こ

どもの笑
わ ら

い声
ご え

が

聞
き

こえるにぎやかな雰
ふ ん

囲
い

気
き

のなか、教
きょう

室
し つ

は始
は じ

まりました。前
ぜ ん

半
は ん

の 1 時
じ

間
か ん

は参
さ ん

加
か

者
し ゃ

全
ぜ ん

員
い ん

で日
に

本
ほ ん

語
ご

を使
つ か

ったゲームや会
か い

話
わ

をします。取
し ゅ

材
ざ い

日
び

は、福
ふ く

笑
わ ら

い・かるた・こま・すごろくをしていました。

後
こ う

半
は ん

の 1 時
じ

間
か ん

は、参
さ ん

加
か

者
し ゃ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

レベルにあわせた学
が く

習
しゅう

です。

　『親
お や

と子
こ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

』では、他
ほ か

の参
さ ん

加
か

者
し ゃ

やボランティアと仲
な か

良
よ

くなれるので、友
と も

達
だ ち

作
づ く

りの

場
ば

にもなります。日
に

本
ほ ん

語
ご

を勉
べ ん

強
きょう

する仲
な か

間
ま

がすぐにできますので、1
ひと

人
り

での参
さ ん

加
か

に不
ふ

安
あ ん

を感
か ん

じて

いる人
ひ と

も安
あ ん

心
し ん

です。また、全
まった

く日
に

本
ほ ん

語
ご

が喋
しゃべ

れない人
ひ と

も問
も ん

題
だ い

ありません。ボランティアが優
や さ

しく、

初
し ょ

歩
ほ

から教
お し

えます。みなさんも一
い っ

緒
し ょ

に学
が く

習
しゅう

しませんか？

新
し ん

宿
じゅく

虹
に じ

の会
か い

　「親
お や

と子
こ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

教
き ょ う

室
し つ

」

た の し く 、 に ほ ん ご ！

虹
にじ

の会
かい

メンバー　ジョンミさんから一
ひと

言
こと

コメント

　子
こ

どもを連
つ

れてくることを遠
え ん

慮
り ょ

する必
ひ つ

要
よ う

はありません。私
わたし

たちは親
お や

子
こ

が気
き

軽
が る

に参
さ ん

加
か

できる教
きょう

室
し つ

を目
め

指
ざ

していますので、

子
こ

どもが泣
な

いたり騒
さ わ

いだりしても必
かなら

ずサポートします。みな

さんの参
さ ん

加
か

を待
ま

っています！

　親
おや

子
こ

で楽
たの

しく日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びませんか？託
たく

児
じ

付
つ

きなので、乳
にゅう

幼
よう

児
じ

のお子
こ

さんがいて今
いま

まで日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

に通
かよ

えなかったという方
かた

も安
あん

心
しん

して勉
べん

強
きょう

できます！参
さん

加
か

料
りょう

500円
えん

。途
と

中
ちゅう

からでも参
さん

加
か

できます。

日
にち

時
じ

2012 年
ねん

5 月
がつ

12 日
にち

～ 7
しち

月
がつ

14 日
か

の毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

午
ご

前
ぜん

10 時
じ

～ 12 時
じ

（全
ぜん

10 回
かい

）

会
かい

場
じょう

大
おお

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

（大
おお

久
く

保
ぼ

1-1-21）

申
もうし

込
こ

み 新
しん

宿
じゅく

未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

財
ざい

団
だん

　文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

課
か

℡ 03-3350-1141

託
たく

児
じ

付
つ

きで安
あん

心
しん

♪　親
お や

と子
こ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

参
さ ん

加
か

者
し ゃ

募
ぼ

集
しゅう

「しんじゅくニュース」は再
さいせい

生紙
し

を利
り

用
よう

しています。
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